
（12:30受付開始）

開催日時 

全体説明 
   コース概要・大学院のカリキュラム等について説明します 

公開授業 

   ご希望される方は実際に行われている授業の参観ができます 

個別相談／研究室訪問 
     希望する専門領域の教員が進学について個別相談に応じます 

在校生との交流 
      疑問に思っている大学院生活のあれこれについて、在校生が

質問にお答えします 

内 容 会 場 兵庫県立大学明石看護キャンパス 

兵庫県立大学明石看護キャンパス学務課（担当：谷岡） 

〒673-8588 明石市北王子町13-71 TEL 078-925-9404 

http://www.u-hyogo.ac.jp/cnas/graduate/ 

問い合せ先 
 カリキュラムの詳細や教員紹介等は、大学院HP

（左記のURL）をご覧ください。 

 過去の試験問題は学務課窓口で閲覧できます。 

 



本学は、その前身である兵庫県立看護大学大学院看護学研究科に、1997年から修士課程を設置し、広い視野にたった看護学の精深な

学識を持ち、高度な専門性を有する看護の実践能力や研究者としての基礎能力を養い、国内外で活躍しうる人材を、専門看護師、看

護管理者および看護教育者として育成してきました。特に、専門看護師の育成は全国に先駆けて取り組んできており、全国の専門看護

師登録者1,466名（2015年4月現在）のうち、172名（11.7%）が本学の修了生です。博士後期課程は1999年に設置し、これまでに25名が博士

号（看護学）を授与され、各方面で活躍しています。 

大学院には、看護学専攻（博士前期課程・博士後期課程）と共同災害看護学専攻があります。博士前期課程には、社会の多様なニーズ

に応えその役割を果たすために、高度実践看護コース、研究コース、次世代看護リーダーコースの３つのコースを設けています。また、

健康問題へのアプローチの特徴によって、４つの専門分野（看護基礎科学分野、看護基礎開発分野、生涯健康看護分野、広域看護分

野）に分け、各専門分野はさらにいくつかの専門領域に分かれ計16専門領域が設けられています。自分の関心に合わせて、コース・専門

領域を選択できます。博士後期課程は、3専門分野14専門領域で構成しています。共同災害看護学専攻は、5年一貫性のプログラムで、

災害看護のグローバルリーダーを養成するために国内の５つの大学院が共同して実施しています。 

博士前期課程は、看護学共通科目、看護学関連教養科目、分野別共通科目、分野別専門科目の４つの科目群から、博士後期課程は看護

学共通科目と専門分野別科目の２つの科目群からなる体系的なカリキュラムを提供しています。コース・専門領域を越えて共に学ぶ科

目も多く配置されており、多様な意見に触れることを通して幅広く深みのある学びができます。教育・研究実績があり、国内外で活躍

する教員陣が、丁寧に教授・指導する体制で教育にあたっています。 

高度実践看護（CNS）コースは、専門看護師教育の認定を受けているコースであり、 高度

で複雑な課題を解決するための看護援助諸理論を修得するとともに、専門看護師とし

ての機能と役割を開発する諸理論、方法を学んでいきます。 

＜設置している専門領域＞ 

がん看護学 母性看護学 小児看護学 精神看護学 成人看護学 老人看護学 在宅看護学 

感染看護学（認定を視野にいれて履修を編成） 

高
度
実
践
看
護
コ
ー
ス 

対象となる患者が直面する健康問題に関する知識を広く得た上で、その健康問題や看

護の課題に探索的に取り組む能力を修得していきます。 

＜設置している専門領域＞ 

がん看護学 看護病態機能学 感染看護学 生活機能看護学 環境設計看護学 看護教育学 

母性看護学 小児看護学 精神看護学 成人看護学 老人看護学 組織看護学 地域看護学 

国際地域看護学 災害看護学 在宅看護学 

研 

究 
コ 
ー 
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次
世
代
看
護
リ
ー
ダ
ー
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保健・医療・福祉などのさまざまな実践現場において看護を実践する中で現状に問題意

識を持ち、変化を起こしたいと考えている意欲ある実践家（看護専門職）が、実践の場で

リーダーシップを発揮していくために必要な能力を修得することを目指します。  

＜設置している専門領域＞         *働きながら就学できる昼夜開講制 

組織看護学 地域看護学 

臨床現場や 

教育・研究機関で 

 

 

どのようなカリキュラムか、授業

時間はどうかなどを知ることが

できました。 

教員との面談が貴重な時間でした。教

員の研究テーマや人柄を知ることがで

きました。 

キャンパスの雰囲気を知ることができ、授業の

様子も見ることができました。奨学金のことな

ども質問して、進学を具体的に考える助けに

なりました。 

臨床・教育の場で 

活躍する専門看護師 

 

 

 

研究的思考を持つ 

実践家 

 

 

次世代の 

看護リーダー 

 

修了後の進路 


